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来
た
る
十
月
二
七
日
、
本
校
体
育
館
に
於
い
て
、
創
立
三

十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
、

本
校
卒
業
生
で
作
家
の
駒
村
重
吉
氏
を
お
迎
え
し
、
記
念
講

演
「
い
ま
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
」
を
講
演
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
今
後
と
も
長
野
南
高
校
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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昭
和
五
十
八
年
四
月
に
第
一
期
生
四
六
九
名
を
迎
え
て

以
来
、
本
校
は
三
十
年
と
い
う
時
の
流
れ
を
刻
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。 

昭
和
五
十
八
年
と
い
う
年
は
、
全
国
各
地
で
少

年
に
よ
る
窃
盗
・
校
内
暴
力
・
い
じ
め
・
家
庭
内
暴
力
な
ど

の
事
案
が
報
告
さ
れ
、
後
に
少
年
非
行
情
勢
に
お
い
て
「
戦

後
第
三
の
ピ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
た
年
で
し
た
。
都
市
化
に
よ

る
地
域
の
連
帯
意
識
の
希
薄
化
、
核
家
族
化
、
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
育
成
環

境
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
、
今
か
ら
思
え
ば
大
変
困
難
な
時
代

に
本
校
は
船
出
し
た
事
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
三
十
年
、
激
動
と
波
乱
の
渦
巻
く
時
代
の
中
で

本
校
も
幾
多
の
艱
難
（
か
ん
な
ん
）
に
遭
遇
し
、
前
進
と
停

滞
、
栄
光
と
苦
難
が
絶
え
ず
交
錯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
少
子
化
の
影
響
は
本
校
に
も
及
び
、
創
立
当
初
は

三
十
ク
ラ
ス
規
模
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、
現
在
は
十
五

ク
ラ
ス
規
模
に
ま
で
縮
小
し
、
一
時
は
他
校
と
の
統
合
が
模

索
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
八
七
〇
〇
有
余
名

の
卒
業
生
の
母
校
愛
と
、
郷
土
の
繁
栄
を
願
っ
て
や
ま
な
い

犀
南
地
区
の
方
々
の
熱
意
と
卓
見
が
、
創
立
三
十
周
年
と
い

う
晴
れ
の
日
を
本
校
に
も
た
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
本
校
第
一
期
卒
業
生
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家 

駒
村
吉
重
氏
（
第
十
四
回
小
学
館
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
大
賞
受
賞
。
受
賞
作
「
煙
る
鯨
影
」
）
を
お
迎
え
し
て
記

念
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
創
立
以
来
堅
持
し
て
き
た
「
意

欲
・
創
造
・
誠
実
」
溢
れ
る
南
稜
生
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
向
上
一
路
の
道
を
歩
む
多
く
の
中
学

生
の
皆
さ
ん
が
本
校
を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

ま
た
地
域
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
将
来
に
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（上、右下）校舎建設中の工事風景（下）昭和 57 年新校舎完成  


